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(訂正・数値データ訂正)「2026年３月期 第３四半期決算短信〔日本基準〕（連結）」の一部訂正について

当社は、2026年２月２日に公表しました「2026年３月期 第３四半期決算短信〔日本基準〕(連結)」において、

一部訂正すべき箇所がありましたので、下記のとおりお知らせいたします。また、数値データ（XBRL）にも訂正が

ありましたので、訂正後の数値データも送信いたします。

記

１．訂正の内容

「2026年３月期 第３四半期決算短信〔日本基準〕(連結)」の提出後に、記載内容の一部に誤りがあることが判明

しましたので、訂正するものであります。なお、今回の訂正はセグメント情報のみであり、連結貸借対照表、連結

損益計算書に訂正はございません。

２．訂正の理由

訂正の箇所には下線を付して表示しております。

〈訂正前〉

１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）当期の経営成績の概況

文中の将来に関する事項は、当四半期連結会計期間の末日現在において当社グループが判断したものであります。

セグメントごとの営業利益は次のとおりであります。

（単位：百万円）

前第３四半期
連結累計期間

当第３四半期
連結累計期間

増減 主な増減要因

加工食品事業部門 7,340 7,790 449
ベンダー事業の減益はあるも、ハム・ソーセージ
及び加工食品の数量増による増益の影響

食肉事業部門 1,043 534 △509 養豚事業での出荷頭数減等による採算悪化

その他事業
（理化学機器の開
発・製造・販売等）

242 211 △30 －

〈訂正後〉

１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）当期の経営成績の概況

文中の将来に関する事項は、当四半期連結会計期間の末日現在において当社グループが判断したものであります。

セグメントごとの営業利益は次のとおりであります。

（単位：百万円）

前第３四半期
連結累計期間

当第３四半期
連結累計期間

増減 主な増減要因

加工食品事業部門 7,340 6,752 △588
ハム・ソーセージ及び加工食品の数量増による増
益はあるも、ベンダー事業の減益の影響

食肉事業部門 1,043 1,572 528
養豚事業での出荷頭数減等による採算悪化はある
も、販売数量増加により増益

その他事業
（理化学機器の開
発・製造・販売等）

242 211 △30 －
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〈訂正前〉

２ 当第３四半期連結累計期間(自 2025年４月１日 至 2025年12月31日)

(１) 報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

(単位：百万円)

報告セグメント
その他
(注)１

合計
調整額
(注)２

四半期連結
損益計算書
計上額
(注)３

加工食品
事業部門

食肉事業
部門

計

売上高

外部顧客への売上高 241,191 121,032 362,224 649 362,873 － 362,873

セグメント間の内部
売上高又は振替高

43 16,787 16,831 46 16,877 △16,877 －

計 241,235 137,820 379,055 695 379,751 △16,877 362,873

セグメント利益又はセグメント
損失（△）

7,790 534 8,324 211 8,536 △436 8,100

〈訂正後〉

２ 当第３四半期連結累計期間(自 2025年４月１日 至 2025年12月31日)

(１) 報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

報告セグメント
その他
(注)１

合計
調整額
(注)２

四半期連結
損益計算書
計上額
(注)３

加工食品
事業部門

食肉事業
部門

計

売上高

外部顧客への売上高 241,191 121,032 362,224 649 362,873 － 362,873

セグメント間の内部
売上高又は振替高

43 16,787 16,831 46 16,877 △16,877 －

計 241,235 137,820 379,055 695 379,751 △16,877 362,873

セグメント利益又はセグメント
損失（△）

6,752 1,572 8,324 211 8,536 △436 8,100

以 上


